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名所・旧跡に頼らない観光まちづくりについて 
―兵庫県朝来市竹田地域を対象に― 
 
坂井 章 * 
【修士論文概要書】 
【要旨】 
 近年、様々な人々がインターネットやテレビを通じて多種多様な情報を入手している。それにより今ま
で広く知れ渡っていなかった名所や旧跡の知名度が急に上がり、その地域が急に観光地へと変わることが
あり、それは兵庫県朝来市竹田地域のみにならず日本各地あるいは世界各地で起こっている。元々観光地
ではなかった地域は一気に押し寄せる観光客をおもてなす受け皿となるハードあるいはシステムが整っ
ていない場合が多く、観光客と住民の間に良好な関係が築けないまま時が過ぎ、名所や旧跡のみに頼って
いたためにその地域の人気は一過性のものになりかねない。これはその固有の地域が持つ魅力が知られて
いないためだと考えられる。こうした背景をもとに、本研究では兵庫県朝来市竹田地域を対象にヒアリン
グ調査やデザインサーベイ、アンケート調査などにより名所・旧跡に頼らない観光まちづくりを目的に地
域の魅力発掘を行い、「どのようにしたら地域が活性化できるのか」をまち全体のシステムを再構築しな
がら、そこにしかないまちづくり提案を行う。 
 
キーワード：観光まちづくり、エリアリノベーション、サスティナブル、多様性 
 
1. はじめに 
 
兵庫県朝来市は、姫路まで約 50km、大阪まで約 90km の距離（直線距離）で兵庫県のほ
ぼ中央部に位置し、京阪神からは 2 時間圏内、姫路からは 1 時間圏内であり、天空の城と
して人気を集めている国史跡の竹田城跡がある。朝来市は 2013 年 12 月にグーグルの CM
で竹田城跡が取り上げられて以来、観光客は急増した。2011 年度までは年間 10 万人未満
だった観光客が、2014 年度には年間 58 万人に達し、その約半数が個人客である。しかし
竹田城跡は訪れても麓の JR 竹田駅付近の竹田地域へ足を運ぶ観光客は全体の 20％程度と
非常に少ない。これはもともと観光地では無かった竹田地域が急に観光地化され、他の魅
力が知られていないためだと考えられる。 
 こうした背景をもとに、朝来市・神戸新聞社地域連携パートナー・関西学院大学が連携
を組み、「竹田城跡に頼らない観光まちづくり」という名目での新たなまちづくりが 2015
年に始まった。 
本研究ではヒアリング調査やデザインサーベイにより竹田地域の現状の都市構造・都市
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景観を分析し、それに地元住民に対して実施したアンケート調査の分析により、竹田城跡
に頼らない観光まちづくりを目的に地域の魅力発掘を行う。すなわち、人口減少に伴う地
域創生の一環として兵庫県朝来市竹田地域をケーススタディとして取り上げ、「どのように
したら地域が活性化できるのか」のロールモデルを構築することに対する知見を得ること
が本研究の目的であり、それを明らかにする。 
  本論文は、第 1 章から第 6 章までの構成となっている。まず、第 1 章は序論であり、
本研究の目的、関連する既往研究およびまちづくり事例、本研究の位置づけ、研究の方法、
用語の定義等について述べた。第 2 章では、竹田地域のまちの歴史として、まず竹田城跡
やまちの歴史について述べ、次に竹田の基本情報として対象地域や人口分布、現在の竹田
のまちの取り組みについて述べる。第 3 章では、竹田地域のまちの実態を把握するため、
まち歩き・フィールドワークによるデザインサーベイのまとめや、まち並みの再現模型な
どから現状の課題を把握し、また観光の資源となりうるものを発掘していく。第 4 章では、
竹田小学校区全域に配布したアンケートの結果を集計および分析し、住民のまちに対する
意識や、地域との関わり、竹田地域の観光地化についての意見等を調査する。第 5 章では、
今までの調査を元に朝来市竹田地域における観光まちづくりおよび設計提案を行う。第 6
章では、本研究のまとめを行い、主たる成果をとりまとめた。 
 
2. 朝来市竹田地域のまちの歴史について 
 
第 2 章では朝来市竹田地域のまちの歴史を明らかにすることで、都市構造の成り立ちや
変遷を明らかにした。本研究の対象地域である竹田のまちも時代の変遷により城下町、宿
場町、家具の町、そして新たに観光地へと都市の姿を変えてきているのがわかった。本章
の調査により、朝来市竹田地域の歴史から始まり、現在では歴史のあるまち竹田において
様々な取り組みが行われていることを明らかにした。しかし、2013 年を境に観光客は減る
一方で、まちなかを回遊する動きは見られない。竹田城跡だけに頼った観光まちづくりで
はまちなかを観光客が回遊することは難しく、経済効果も期待できない。従って、“点”で
はなく、地域資源を活かし、まち全体を“面”として捉えた新たな政策が必要となってき
ていることが改めて確認された。 
 
3. 朝来市竹田地域のまちの実態について 
 
第 3 章では竹田地域の現状の都市構造・都市景観を分析し魅力あるまちへと発展してい
くための考察を行った。デザインサーベイを元に竹田地域の都市空間の要素を捉え、地域
資源を整理し、まちの魅力がどこにあるのかを考察した。都市空間に隠されている要素を
明らかにすることで、それらが人々にどのような作用を及ぼすのかが見えてくる。空間化
の作用と印象化の作用は、あらゆる要素について観察されるべき両面であるが、前者が意
図的、計画的なものであるのに対し、後者は偶然的あるいは歴史的なものであり、当初に
おける計画者の意図をこえて展開する場合があるとされている。竹田においても歴史的な
SAKAI: A Study of Tourism and Community Development 
Not Relying on Sightseeing Spots or Historic Spots 
39 
 
観点からその都市の風貌は様々な展開をし、その時代を生きた人々の様々な意志による建
設と変更の集積の現われであるといえる。デザインサーベイによりまちの実態を明らかに
し、「今」のまちの姿を分析することで「未来」のまちの姿を想像・構想し、新たなまちづ
くり提案へ繋げて行く。 
 
4. 竹田地域のまちづくりに関するアンケート調査 
 
第 4 章では竹田地域のまちづくりに関するアンケート調査の集計結果および分析、考察
を行い、竹田地域に居住する住民のまちづくりに対する意見を明らかにした。分析方法と
しては、設問ごとに対する属性別（年齢、性別、居住年数、職業）でクロス分析を行い、
多角的な視点からそれぞれの持つ傾向を明らかにした。住民は観光客で賑わう県道沿いの
他に円山川沿いのエリアに魅力を感じていることや、深刻化する高齢化への対策として施
設あるいは機能の再編を求めていることが本アンケート調査から明らかとなった。観光客
と地元住民が緩やかに関係性を保ちつつ、観光客行動範囲をどう広げていくかが課題とな
る。 
 
5. 朝来市竹田地域における観光まちづくりの提案 
 
第 5 章では、「竹田城跡に頼らない観光まちづくり」をテーマに、具体的な敷地やプログ
ラムを選定し、設計図面を含んだ建築提案を行った。「どのようにしたら地域が活性化でき
るのか」のロールモデルを構築していく上で大切になってくるのは、「そこにしかないもの
を再発見する」ということである。本研究の場合では「竹田のまちにしかないものを再発
見する」ことが、その土地固有のまちづくりに結びつく。そのためには、竹田の歴史や地
域資源を始め、竹田の人・もの・ことを大切にしていくことが重要である。観光客は当然
のこと、地元の若者から高齢者までの日常をアップデートする仕組みとフレキシブルなプ
ログラムに対応可能なハードの提案が必要となってくる。失われた伝統や文化を、日常か
ら非日常まで対応するフレキシブルな空間によって再考できるはずである。具体的には、
ホールや工房によって音楽やものづくりなどの文化体験のできる場や、地元住民を巻き込
んだ地産地消をテーマに食の場を創造し、円山川や水路、竹田のまち、様々な資源と人を
繋ぐ建築を提案する。そうすることで、竹田の資源や空き家を提案施設とネットワークを
つくりながら、まち全体をリノベートし、それが竹田のまちを活性化させることに繋がる
のではないかと考えた。 
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